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ディプロマポリシー 

①高い倫理観と論理的思考力を持ち、保健医療学の発

展・深化に寄与する研究を自立して行うことのできる

研究者としての能力を有している。 

②生涯に渡り自己研鑽し、高度な専門的知識と教育指

導力を持って次世代の医療職を育成できる指導者とし

ての能力を有している。 

③生涯にわたり高度な専門性をもって研究活動を行える

能力を養うために、「医学的診断技術研究」、「ニュー

ロリハビリテーション研究」、「生活支援研究」を選択

の専門科目に、さらに次世代の医療職を育成できる教育

指導能力を養うために、「生活支援リハビリテーション

特論」と「研究デザイン特論」を必修の共通科目として

設定する。 

④保健医療学の専門性を追究し、保健医療学の発展に寄

与する優れた学位論文を計画的に遂行し作成するために

「保健医療学特論」、「生活支援リハビリテーション特

別研究」を設定する。 

③障害者・高齢者の社会生活自立場面における多様か

つ複雑要因の解明ができ、新しい生活支援や就労支

援、リハビリテーションの開発に取り組むことができ

る研究者としての能力を有している。 

④地域連携を中核となって推進でき、地域のニーズに

添った保健・医療・福祉の発展に貢献できる能力を有

している。 

②地域連携を中核となって推進し、地域のニーズに添っ

た保健・医療・福祉の発展に貢献できる能力を養い、ま

た障害者・高齢者の社会生活自立に関わる生活支援や就

労支援に取り組むことができる能力を養うために、「保

健医療学特論」「生活支援リハビリテーション特論」を

必修の共通科目として設定する。 

①保健医療学の発展・深化に寄与する研究者の育成に基

盤となる要素を学習し、高い倫理感と論理的思考を備

え、自立して研究を計画・実施できる能力を養う 

カリキュラムポリシー 

共
通
科
目 

専
門
科
目 

生活支援研究 

(選択) 

 

１
年
前
期 

医学的診断技術研究 

(選択) 

ニューロリハビリ 

テーション研究(選択) 

②③ ②③④ 

生活支援リハビリ 
テーション特論（必修） 

研究デザイン特論 
（必修） 

②③ ③ ③ ③ 

①②③ ①③ ②③④ ②③ 

 
専
門
科
目 

博士論文提出 

１
年
～
３
年
通
年 

①②③ 

生活支援リハビリテーション特別研究 
（必修） 

④ 

３
年
後
期 

生活支援研究 

(選択) 

保健医療学特論 
（必修） 

②④ ①③④ 


